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１．ビジネス拠点 

・やはり名古屋駅周辺は、ビジネス中心になる。 

・国際ビジネス拠点を作ろうとすると、今程度のボリュームでは全然拠点に

ならない。 

・このエリアはものづくりが強いということを活かしてビジネスを展開させ

ていくための拠点があるといい。 

・名古屋駅から周辺の工場などへのアクセス性を確保することが必要条件。 

・名古屋駅から栄まで大きな都市軸を作り、その間を緑豊かな歩行者空間あ

るいは LRT で結び、世界レベルで認識できるような空間づくりをやるべき。 

 

２．防災 

・防災について、何が何でも守るということ、ここを拠点にして防災を行う

ことの両方が大切。 

・名古屋駅が低地にあるという認識を持って、防災機能を考えていくことが

重要。 

・地元の避難場所とは別に、来街者が一時避難する場所を確保することが必

要。 

 

３．顔づくり 

・シンボル性は駅空間にとって重要なキャラクター。 

・名古屋駅周辺の空間のクオリティが低いことを認識して、これを改めると

いうことを入れないといけない。 

・駅の東側は風格と格調があり、西側は機能的な部分を受け持つ。 

・景観的には桜通でビスタをとる。 

・単に緑があるだけでなく、見える緑を多くする。 

 

４．ターミナル機能 

・集まってきた人を効率的に然るべきところに分配する『distribution 機能』

を第１に考えるべき。 

・交通拠点として最も効率的、機能的にすることが１番大事。 

・全ての鉄道が結び付き、乗換えが上下移動でスムーズにできる空間とその

空間同士を横に結びつけることが重要。 

第２回懇談会の主な意見 
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・リニア開通で、たくさんの一見さんが来るようになるので、より一見さん

を大事にすることが必要。 

・リニア開通により、交通の動線が増え、より複雑になるので、いかにわか

りやすく整理するかが重要。 

 

５．おもてなし・交流機能 

・エンターテイメント的な要素もあるおもてなしできる空間を作れないか。

その空間には災害時のセーフティ機能を合わせて持たすことができる。 

・交通機関、周辺の観光・宿泊等のあらゆる情報が簡単に楽しく入手できる

『スーパー観光案内所』が必要。 

 

６．地区の特性 

・駅東西が一緒になる必要はない。それぞれ別の魅力・機能を持ったまちづ

くりで色分け・棲み分けしていくことが大事。 

・円頓寺や駅西など地区の特徴をより鮮明にしながら、そのエリア同士を繋

ぐこと、バリアをなくしていくことが大切。 

 

７．歩行者空間 

・ナナちゃん人形のところは非常にいい空間。建物と歩く人の間でインター

フェイスがある状況が本来のまちの姿である。 

・地下街は「街」となっているが、単なる通路と店にすぎない。 

・地下にたまり空間を作っていきたい。 

・名駅通は歩行者優先にして路面の公共交通機関を整備する。 

 

８．官民の役割 

・まちづくりは民間主導だけではできない。行政も一緒になってやってほし

い。 

・都市としての明確な意思は公が作るべき。 

・いつまでに何をやるということを明確にしないといけない。 
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１．来街者アンケート調査の概要             （※３つを選択） 

・対 象：ＪＲ、名鉄、近鉄、地下鉄、あおなみ線の出札者 

     地上、地下の通路及び歩道等の通行者 

・実施日：平成 24 年 10～11 月の平日、休日の各１日 

・回収数：約 10,500 票 

 

 
図 1 交通ターミナルとして､これからの名古屋駅に望まれること､充実すべきこと 

 

 
図 2 これからの名古屋駅周辺のまちづくりに望まれること､充実すべきこと 
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２．事業者アンケート調査の概要             （※３つを選択） 

・対 象：名古屋駅周辺のまちづくり関係団体４団体 

・実施日：平成 25 年１～2 月 

・回収数：約 100 票 

 

 

 
図 3 交通ターミナルとして､これからの名古屋駅に望まれること､充実すべきこと 

 

 

 
図 4 働く側から見て､名古屋駅周辺のまちに望まれること 
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３．居住者アンケート調査の概要             （※３つを選択） 

・対 象：名古屋駅周辺の居住者から無作為に抽出した約4,000人の世帯主 

・実施日：平成 25 年 2 月 

・回収数：約 1,100 票 

 

 

 
図 5 交通ターミナルとして､これからの名古屋駅に望まれること､充実すべきこと 

 

 

 

図 6 居住地域のこれからのまちづくりに望まれること 
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